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多文化社会における芸術文化の意義とあり方










Although considerable number of foreign residents including about 13,000 Brazilian live in Hamamatsu City,
they and the local Japanese do not have enough opportunity for social communication nor the cultural ex-
change except for special events like the Samba festival.
Culture has historically been stimulated and developed when it came across the different ones.  The Tempyo
Culture of the Nara period and the Namban Culture of the Azuchi-Momoyama period in Japanese history can
be a good example.
Since 2000 we have worked on the cultural exchange and collaboration between the Brazilians and the
local people through the art. In this research report, I will introduce these activities, which will show the
significant role of the art to connect different culture. I will also propose a new model of cultural policy which
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2002年 9 月30日　H. ゴルバ
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The meaning of the art in the multicultural society and the way of having it
（平成13年、14年）における研究会で学ん
だことが大いに役にたった。ここに謝礼を申
し上げる次第である）。粘土板づくりの準備や
当日の運営には、（他大学の学生も含め）学生
もボランティアとして参加し、大きく寄与し
た。なお、今後の課題として、焼き上がった
子どもの足跡の付いたテラコッタを、浜松市
内のしかるべき場所に設置する活動を、いか
に関係した人々を巻き込んで進めていくかと
いうことが残されており、これに向けて努力
を重ねたい。
　「カンドンブレ」は、過去の二回の研究事業
が日本人サイドの企画・立案であったのに対
し、最初のきっかけはともかく、実際の計画
づくりのプロセスからブラジル人を巻き込み、
ともに企画を立て一緒に実施したという点で、
新しい試みであった。具体的には平成15年
4 月中旬から、浜松在住のブラジル人ブリッ
ト氏と会合を重ね、氏の紹介でブラジル人ダ
ンス教師マギダさんらのグループが加わり、
その中でブラジルにおけるアフリカ系の文化
について学んだり、またブラジル人と本学の
学生と共同で新しくカンドンブレの音楽を
使った創作ダンスを制作することが決まり、
そのための稽古が 2 ヶ月にわたって行われ
た。公演事業は、7 月21日（前夜祭：レク
チャーと創作ダンスの公演）、22日（ブラジ
ルからの来日グループの本公演）の 2 日で
あったが、日本人・ブラジル人合わせて400
名（比率はほぼ半々）の参加を得、たいへん
盛り上がり、参加したブラジル人の何人から
は「日本に来て以来、最高の夜であった」と
いう賛辞をいただいた。
　当研究事業は、当初は浜松地域における在
住外国人の文化活動をより広く取材する予定
であったが、在住外国人のほとんどは言うま
でもなく外国人労働者として在住しているの
であり、芸術文化活動に関わる時間もほとん
どなく、また芸術文化に関わりがある者は、絵
画や写真といった休日に一人で制作できるも
のがほとんどであることが明確になるにつれ、
単純なアンケート調査などで実態や課題を把
握することは不可能と悟り、時間をかけてい
くつか具体的な働きかけを行う中から、課題
を把握するアプローチに変更することにした
ものであった。
　3 年にわたる当研究事業は、浜松の地域に
一定の在住外国人と日本人の文化的交流・協
働の促進をもたらしたが、しかしながら芸術
文化活動の地域社会へ及ぼす影響力は、単に
一過性のイベントによって可能となるもので
はない。ブラジル人劇団と学生との協働は公
演後解散し、その後の活動は継続できていな
いし、また「子どもの足跡」も設置という大
きな課題を残したままである。
　しかし、いくつかの新しい動きが出てきた
ことも見逃せない。「路上演劇祭」の後、地元
の劇団である「砂喰社」がブラジル人劇団の
主宰者ジルソン・サントス氏と作品づくりを
行った。また現在、浜松 NPO ネットワーク
センターが中心となって、在住外国人の高校
生と日本人の高校生による壁画（ミューラル）
の製作活動を通した、ニューカマーの若者の
リーダー養成と地域の支援団体・学校・若者
との連携をはかるプロジェクトが始まってい
る。
　こうした動きを後押しするものとしての、
（平成14年度研究事業の研究集会での山口氏
の提案にもあった）地域のプラットホームづ
くりは、これからの重要な課題であろう。浜
松市の国際室や浜松国際交流協会と連携しつ
つ、しかし基本は市民主体（ここにはもう一
方の当事者である外国人市民の参加も欠かせ
ない）で行う必要がある。また併せて、より
広範な市民の理解と参加をはかるものとして
の、多文化共生をテーマにした新しい浜松の
文化祭（芸術祭）を企画し実施することも必
要である。その場合も、その実行委員会には
外国人市民の参加は欠かせず（というか、む
しろ主導権は彼らが握ることが望ましい）、そ
のためにもこの研究事業の成果の活用を望み
たい。
　最後に、この研究事業に共同で参加いただ
いた同僚の先生方、さらにこのような形の研
究事業を承認していただいた木村学長、また
事業実施に当たって協力していただいた本学
事務局の皆さん、ボランティアとして協力し
てくれた学生諸君、そして何よりも地域にお
いて研究事業を応援し協力していただいた浜
松市民や市民団体、その他関係機関の皆さま
に、この場を借りてお礼を申し上げます。
